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評価計画（４月末提出） 自己評価 学校関係者評価 n改善方策

令和６年度　学校評価表（　計画　・　中間　・　最終）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【　４月末　・　１0月　・　２月　】

a
学校教育目標

「前向き　（Ｂｅ　ｐｏｓｉｔｉｖｅ．）」
ｂ

経営理念
ミッション・ビジョン

心豊かで確かな学力を備えた教育の推進
　　地域に開かれ、地域の期待に応え、地域から信頼される学校の創造
　　地域を愛し、地域から愛され、地域に生きる子どもの育成

２月

ｃ
中期経営目標

　（３年後を見据え
て）

ｄ
短期経営目標
　　（今年度）

e
目標達成のための方策

ｆ
評価項目・指標

ｇ
目標値

i＝
h/g
達成
度

ｊ評価
A～Ｄ
４段
階評
価

ｋ結果と課題の説明
（短期経営目標についての評価結果）

ｌ 自己評価に関する評価

（関係者評価者の合計人数）

１0月

9
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【知】
自己表現できる生徒
の育成
～学力の定着と自ら
を語れる生徒～

〇確かな学力の
定着

・実力テストなどを実施して、
客観的なデータを収集する。
・全国平均を上回るために
様々な調査の分析を行い、
指導の課題を明らかにし、
対策を続けていく。
・単元テストを導入し、主体
的な学びを促す。

〇実力テスト、町
学力調査の結
果、各教科全国
平均比105％

全国
平均
比

105％

全国
平均比

１年
96％

２年
103％

３年
103％

全国
平均比

１年
106％

２年
114％

３年
103％

１年
101％

２年
109％

３年
98％

A

【標準学力調査の結果】
校内正答率の平均と全国正答率の平均の比
①106％　②114％　③101％
標準スコア（50が基準）の経年比較
１年：51.6
２年：52.0→53.0
３年：50.0→49.5→51.1
改善方策（10月）を実施した結果、1、2年生は
全国平均比について、それぞれ10ポイント上昇
するなど、大きな成果があった。一方、3年生の
数学に課題が残った。個々の生徒に対する指
導や既習内容の復習等早めの対応を行う。

〇表現力の育成
・　自信をもって自
分について語れ
る、自分の考えを
語ることができる。

・様々な場面で生徒が表現
できる場を設定する。
・教員からの評価だけでなく
生徒同士の相互評価を推進
し、相手意識をもたせる。
・校内研修を充実させ、教員
の意識や指導力の向上を図
る。

〇生徒の自己評
価
〇教員による生
徒の表現力の見
取り、生徒の自
己評価を基にし
た、教員の評価

80% 77%

・国語の結果がよい。書くこ
とが得意なのでそれを生か
すとよい。また、２学年の数
学に著しい伸びをみせてい
る。帯タイムでの取組が、積
み上げ型の教科で功を奏し
たのではないか。
・数字に表れる学力ばかり
にとらわれることのないよう
にしてほしい。
・課題だけでなく、よかった
点も分析して次に生かす。

・朝や帰りの時間に設定
している帯タイムの学習
等の時間を各教科・各学
年の実態に応じて充実さ
せる。
・低学力の生徒に力が付
くよう、再チャレンジや放
課後学習を行う。
・各種テストの結果から、
課題を明らかにし、各教
科で対策を継続する。

・帯タイムの学習につい
て、効果的に教科や内容
を選択する。特に内容につ
いては、授業の中での学
習の振り返りになるよう検
討する。
・町学力調査におけるアセ
スを活用し、教員・生徒が
それぞれ個々の状況を把
握し、指導や学習の改善
に生かす。

・教科指導において、教職
員の「問いの質」が高めら
れたことが、表現力の向上
につながっているのではな
いか。
・「組曲」への取組姿勢がよ
り主体的なものになってい
ることが何よりの成果であ
る。
・意識調査において具体的
なシチュエーションを提示す
ることも有効ではないか。

・教科の特性を生かしな
がら、問いや単元構成を
工夫して、生徒が表現す
る場を意図的に設定す
る。
・３年生の入試に向け、模
擬面接等の表現の場を
設定し、自分についてしっ
かり語ることができるよう
に指導する。
・広島県の伴走型支援を
活用しながら、教員の共
通認識や意識の向上を
図る。

・引き続き、様々な教育
活動で生徒が表現する
場を設定し、表現力を育
成していく。
・研究部を中心に校内研
修を充実させ、教員の意
識や指導力の向上を図
る。

豊
か
な
心

【徳】
①豊かな心
◆PPG・レベル５の
あいさつ
◆無言移動、無言清
掃、靴揃え

〇授業開始・終了
のあいさつがしっ
かりできる。

・指導と評価の一体化およ
び、全体指導と学級指導の
つながりを大切にした指導
を行う。
・全教員で授業やHR開始・
終了のあいさつの指導を徹
底する。
・目指す姿を明確にし、教員
と生徒が共通認識をもって
取り組む。（語先後礼、４秒
礼）

〇生徒及び教員
のアンケートを基
に評価

85%

生徒
79.4%

教員
87%

生徒
99％

教員
109％

A

【生徒の表現力に係る意識調査】
・「自分で考えたことを、相手にわかりやすく伝えてい
ると思います」という項目での肯定評価が79.2％(６月)
→76.5％(10月)→79.4％(１月)と変化した。
【教員による生徒の表現力の見取りの意識調査】
76.2％(1学期)→74.8％(2学期)と変化した。

・年間を通して全教職員で研究授業を参観・協議した
り、来年度に向けた協議を行ったりする中で、教職員
の意識は高まっている。
・取組を行う中で、相手の意見と自分の意見を比較し
ながら対話する姿や相手に伝わりやすい表現の仕方
を考える姿などが見られるようになった。また、組曲
が生徒主体のものとなっており、昨年度より生徒一人
一人の表現力の向上が見られた。そのため、生徒の
表現力は明らかに向上していると考える。このよう
に、生徒一人一人の具体的な姿を見取りながら実態
把握に努め、次年度も取組を継続する。
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・あいさつの意義を再
確認しながら、教職員
間で共通認識をもち、
あいさつをやらせ切る
ように継続的な指導を
行う。
・無言清掃にも力を入
れて取り組み、委員会
の取組とも絡めながら、
指導を行っていく。

・様々な取組の意義を理
解させ、生徒が自主的・
自発的に学校生活を送
ることができるようにして
いく。
・生徒に対し、適切に評
価をしていき、自己肯定
感が育まれるように指導
する。

ｊ評価　A～Ｄ　４段階評価 

82%

89％

ア
81％
イ

92％
ウ

93％
エ

90％

105% A

【ア：あいさつ】
授業の開始と終了のあいさつについては年度始めか
ら意識させて取り組ませることができたが、学校生活
や地域生活の中でも自然とあいさつができるよう意義
を理解させていきたい。
【イ：無言移動】
意義を全校で共有し目的意識をもって取り組むことが
できた。全校集会では朝8時15分の集合完了が全ク
ラスできていた。
【ウ：無言清掃】
健康美化委員会の取組もあり、全体として意識は高
まっており、生徒の動きも良くなった。
【エ： 靴揃え】
約８０％の生徒については靴や鞄等の整理整頓がで
きている。引き続き指導が必要である。
【その他】
1学期は「礼」、2学期は「美」、3学期は「時」とテーマを
生徒に意識付けさせることで、委員会とも連携して学
校全体で取り組むことができている。
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Ａ：１００≦（目標達成）
Ｂ：８０≦（ほぼ達成）<１００

Ｃ：６０≦（もう少し）<８０
Ｄ：（できていない）<６０

・それぞれの行動の意義
や意味がストンと腑に落
ちた状態で実践できるよ
う、生徒の意識を高める
ことができればよい。
・色々な評価が必要。認
められることが、「学校が
楽しい」ということにもつ
ながる。
・先生と生徒の信頼関係
が感じられる。


